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昭和5篠 5月号のリーフしッ臼ごその紹介を奢き李した。

その後、いろいろな人たちの協j] があって卿えに丘廊らを観，寮し、

顔べる療参に急表れ表したので、それについで今までに分ったここ

を紐介し掛しょう。

明忍窟、芦ぅ足店作：：：んは王滴石について次のように説明してし＼

戸。一ー一胡の底からわきあがっている温泉の；易l2 落けていだ

周）にくっついたもので、乳じ郁に砂籾をもつあ` ぷそf. 玩m 程度(J)

点い王の農合―-

ぢ鴎競したものも、およそそのようなものでした。しかしぷく

馘保してみると、合素も言われていたほぼ15mm の王痢石のすき閉
けんびぎtう

に、実僻顕徴銹もようやく見えるぷうな小さな王が集条っている部

グが見つか！）表した。

さっそく、走直翌爾臼雌徴鍾で` この部分をさらに砿大した写真を

瘍って鱈べて社掛した。

璧いだごこに、この部分は図のがうな直径0.003mm かう 0. o I 

mm<'' らし＼の大小ごまざ李な球（それもほとんど哀ん丸な抹）がら

できていなのでした。そして、冗線を含てて内部の構蕊を調べてみ



るこ、この疼虞疇になっておらず、ガ‘、ラヌの王でしだ。

ご乳は、窒邸2なるぷう危もので` しれあ I) 忠びん刀溶物翌的にはオ

がわかI) 素しr芦
昴麟尋t2 ぷれば、窒邸拿るようf疇しいオ八゚ ー）しば直径o.

0002mm. がらO. 0003mm くらいのがラスの王がらできてわ'( )、文き

さがほぼそろって痘則正しぐ認でいなものである℃いうごC: です。

写真のものぽ大きごが不ぞないで、丸小さ掛ざまな輝からもきて
咳

それらの規則正しい匝房リが美しいオパー）しの詳きを現わし！こここて‘

しがう。

だかも ・・・.. ちあっ喜鱈でした坊。 （索蒻久忠）
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